
【教科書】

無し

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

出席状況や見学態度と課題提出を総合的に評価する

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
B

到達目標
C

施設の見学を通じて各整
形外科医院の在り方を完
全に理解している。

施設の見学を通じて各整
形外科医院の在り方を大
体理解している。

施設の見学を通じて各整
形外科医院の在り方を部
分的に理解している。

施設の見学を通じた各整
形外科医院の在り方への
理解がやや不足してい
る。

施設の見学を通じた各整
形外科医院の在り方を理
解していない。

各企業の説明を完全に理
解している。

各企業の説明を大体理解
している。

各企業の説明を部分的に
理解している。

各企業の説明に対する理
解がやや不足している。

到達目標
D

施設の見学を通じて各接
骨院の在り方を完全に理
解している。

施設の見学を通じて各接
骨院の在り方を大体理解
している。

施設の見学を通じて各接
骨院の在り方を部分的に
理解している。

施設の見学を通じた各接
骨院の在り方への理解が
やや不足している。

施設の見学を通じた各接
骨院の在り方を理解して
いない。

到達目標
E

各企業の説明を理解して
いない。

【到達目標】

医療を学ぶ最終学年として現場での経験はもとより、医療人になるための様々な考え方などを学びます。柔道整復師に必要な患
者に対する接し方などを様々な視点からとらえることが目標である。

【授業の注意点】

医療人としてのキャリア形成の観点から、演習見学中の私語や態度ならびに服装などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠
席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提としたマナーで見学に参加することを求める。授業時数の４分
の３以上出席しない者は単位の履修ができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

要努力ふつう あと少し

宮本功三、青木伊之、後藤晃弘、杉本知、加藤健
太、秋田雄大、有山敦士 教員の実務経験 有 実務経験の職種

柔道整復師(接骨院にて勤務
経験あり）

【科目の目的】

様々な施設を訪問し社会人としての見聞を広めます。

【科目の概要】

社会人として身につけるべきマナーを学び、他業種への理解を深め、また自らが将来活躍する現場の見学と関係者との面談が主
たる内容となります。

到達目標
A

催事の運営について完全
に理解している。

催事の運営について大体
理解している。

社会人にとって必要なマ
ナーについて完全に理解
している。

社会人にとって必要なマ
ナーについて大体理解し
ている。

科目名 施設見学３ 年度 2026

Visit to institution 3 学期 前期

単位数 1 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 柔道整復科　３年次 必／選 必※ 時間数 15

担当教員

催事の運営について部分
的に理解している。

催事の運営についての理
解がやや不足している。

催事の運営について理解
していない。

社会人にとって必要なマ
ナーについて部分的に理
解している。

社会人にとって必要なマ
ナーについての理解がや
や不足している。

社会人にとって必要なマ
ナーについて理解してい
ない。

優れている よい
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1

2

3

1

2

3

1

2

3

マナー

企業内容の理解

質疑応答

社会人として相応しい態度や服装で臨む。

3説明担当者からの説明について理解する。

不明な点について質問による解決を図る。

3

不明な点について質問による解決を図る。 3

お礼状を作成することが出来る。

社会人として相応しい態度や服装で臨む。 3

説明担当者からの説明について理解する。 3

お礼状作成のために準備するものを理解する。

3

学期 前期

科目名 施設見学３ 年度 2026

英語表記 Visit to institution 3

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

お礼状作成のために適切な内容を考えることが出来る。

1

2

3

4

電話の取り方 電話の取り方について理解する。

相手からの聞き取り 相手の話しを傾聴することの重要性を理解する。

2 社会人マナー講座②
社会人として身につける
べきマナーを知る。
お礼状作成扁

3

医療施設見学
接骨院、病院、介護施設
を見学する。

5

準備するもの

内容を考える

作成

マナー

企業内容の理解

質疑応答

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 社会人マナー講座①
社会人として身につける
べきマナーを知る。
電話対応扁

通話内容の把握 通話内容の把握の重要性を理解する。

13

7

14

15

9

10

11

12

卒後の進路決定の指針と
する。

8

6 合同企業説明会


	施設見学３

